
赤外線深度センサーを用いた定量的運動失調評価法の検討

半定量的
客観性に乏しい

赤外線深度センサー

・人体の骨格の3次元情報をマーカーレスで取得
・歩行速度や歩幅などの測定が可能
・安価で携帯性に優れている
・連続変数により数値化したデータが得られる

既存の運動失調評価法
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赤外線深度センサーを用いた歩行解析

定量的
客観的

赤外線深度センサーを用いた
新たな運動失調評価法の確立

客観性の高い評価法

歩行障害の定量化

治療開発研究における
効果判定の新たな指標へ

<解析項目>
・歩幅や歩行の動揺度の測定
・既存の運動失調評価法との相関
・半年毎の経時的な測定と変化

研究分担者： 池田 佳生 （群馬大学大学院医学系研究科 脳神経内科学）

【目的】

赤外線深度センサーを備えた歩行解析装置を用いて、運動失調を客
観的かつ定量的に評価する方法を確立することを目的とする。

【成果】

• 本研究にかかる施設内研究倫理申請を行い承認された。

• 対象者の登録と本装置による測定を開始した。

• 運動失調症の重症度を反映する、評価指標についての検討を行った。

• 運動失調症による歩行障害の重症度に関して、数値化・定量化に向
けて期待される結果が得られた。
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